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シナノア株式会社



塗装工程改善への基本方案

塗装工程の

改善

品質向上・安定化

目標品質の明確化

自社現状品質

市場要求品質

競合品質

不良品や格外品を

作らない

現行ライン課題把握

品質・検査の課題

維持向上への課題

生産コストミニマム化
ヒト・機械の

稼働率向上

非生産時間、無効な

生産時間を減らす

ヒトの技能向上

生産リードタイム向上

生産回転周期を

早め、ロス時間を

減らす

無効な運搬、無駄な

動作の排除、技能の

向上による速度UP

機械生産周期を

早め、非稼働時間

や休止を減らす

塗装工程の見直し

前後工程の見直し

最適塗装設備導入

環境対策

安全対策

災害・公害による損失防止

環境負荷物質低減

CO2排出削減

保安防災レベルUP

安全意識改革

環境材料・省エネ化

Q

S

D

C

その他の考え方・・・ 完成品塗装→部品塗装化/塗装後組立、塗装外部委託化、塗装色や塗装仕様の変更



塗装改善への組織体制

製造
ご担当者

生産管理
ご担当者

生産技術
ご担当者

設計・他
ご担当者

取り纏め
責任者様

設備技術
1名

生産技術
1名

塗装技術
アドバイザー

2名

取り纏め
営業/1名

営業
アドバイザー

1名

お客様 体制 シナノア 改善フォロー体制

定例会議
窓口となる
責任者様
お決めください

技術2名×4日/週×12週（当初計画）＝96工数



塗装改善スケジュール 1st Phase
問題点の発見/お客様報告書

問題点の発見

①塗装の各工程において人作業
が多くコスト高

②塗装品質

③塗装LT長いもの滞留

④塗装仕様の多さ

①現状分析

＊＊月

・お客様との合意

4月中旬より１カ月

・現状分析

→塗装工程調査

→前後工程調査

②真の問題点抽出

＊＊月

・工程/運搬/稼働分析

・動作分析

・時間分析、稼働分析

＊＊月上旬
取組むべき
改善テーマの
設定

 節目毎に打合せを実施し、両者が課題等の共有を行いながらチーム全体で改善活動を進める
 当初はシナノアの塗装改善コンサルティング提案より絞った改善テーマに対する活動を行い、三か
月内外で結果を求めるスケジュールとする（打合せにて次プランを検討）

Ex.
改善テーマの実行により、
①品質を維持しながら
②塗装作業人員を削減
二点を制約条件とする



塗装改善スケジュール 2nd Phase
③改善案の作成

＊＊月

・改善の方向付け

・制約条件調査

・改善案の作成

・効果の予測、評価

④実行計画作成

＊＊月

・改善案→実行計画作成

⑤実行、評価、標準化

＊＊月

・実行期間はテーマ内容に
よるため未定（実行計画
作成時に決定）

＊＊月
当初問題と
の差異分析
と評価検証

 節目毎に打合せを実施し、両者が課題等の共有を行いながらチーム全体で改善活動を進める
 改善テーマ活動結果と差異分析、その評価検証を両社で行い、改善テーマ活動を更に継続す
るかどうかを検討する

Ex.
改善テーマの実行により、
①品質を維持しながら
②塗装作業人員を削減
当初との差異分析、
評価検証を行う



塗装改善テーマ、結果報告
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